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吉田 則夫 ･ 劉 建雲
表 1 第一編の内容と文法事項
辛目 内容 文法事項 例
第一章 五十音 アサイイケ (浅的池)
第二章 濁音 グズイヒト(鈍的人)
第三章 半濁音 ランプ (洋燈)
第四章 温習 ①人称代名詞.｢ノ｣(連体格) アノヒトラ
④指示代名詞.｢ハ｣(係助詞) コレハオモイ/アノカキハシブイ
第五章 19% アノキヤクマハキタナイ





第八章 温習 (丑｢モ｣(係助詞) 我モシリマセン
②助動詞 ｢タイ｣ 我ガ寧コレヲ売リタイ
③ ｢ヨ｣(間投助詞ト 命令禁止 休ハウツカリナサルナヨ
④ ｢ニ｣(格助詞その2).否定表現 銀ヲ私ニクレマセン
第九章 転呼音 ハ [ワ],ヒ [イ],フ [ウ],ヘ [エ],ホ [オ]や,｢アフ｣｢ハフ｣｢エウ｣｢シャウ｣｢ミヤウ｣等 ダイセウ (大小)/ソウテウ (早朝)


















































辛目 語嚢部類 文法事項 例
第-章 数日 ナラ (仮定) 五ツナラ,アリマス
第二章 月日 ニ (格助詞その3) 休ハ今年イクツこ,ナリマスカ
･第三章 時刻 ニ (格助詞その4) 他ハ何ヲシニキマスカ
第四章 曜日.四季 .方角 I (接続) 春ニナルト温カイデス
第五章 天文部 セウ (推量) 今日ハ,雪ガ降リマセウ
第六章 地理部1 カラ (原因.理由) 今日ハ,大風デスカラ,海ニ波ガアリマス
第七章 地理部2 ヲリマス.ヰマス 我ノ家族ハ城外こ,ヲリマス
第八章 人倫部1 ガ (逆説).接頭辞 父ハアリマスガ母ハアリマセン
第九章 人倫部2 マコトニ (副詞) アノ下男ハ,誠二可愛ラシイ
第十章 身体部1 ネ (感嘆詞) 侮ノ顔色ガ青白イデスネ
第十一章 身体部2 ソーデス (伝聞) 体ハ近来御病気デーヤソーデスネ
第十二章 身体部3 余リ..ン (副詞の呼応)咳ハ出マスカo余リ出マセン
第十三幸 家屋部 ホド (副助詞) 病院ノ間ホドアリマス
第十四章 家具部 ニノヽ コノ戸ヲ閉メルニハド-シマスカ
第十五章 化粧道具 ハヅ 旦那コレデハ足リマセン-何,少シ余ル筈ダ
第十六章 食事道具 デモイィ.自他動詞 コノ狙デモイイ
第十七草 文具部 ナ (詰問) オ前ハ今朝硯ヲ筆立ノ上ニ落下シ夕ナ
第十八草 農具部 ナド.副助詞 木ヤ板ナドヲ削ルモノデス/碓ニ米ヲ入レテ春キマスレバ,自然ト白米ニナリマス
第十九章 服装部 ソースルト ソースル卜 イケマセンカラ,直ニ方付ナサイ
第二十章 飲食部 I..ソーデス 葦飯モソーデスカ .
第二十一章 野莱部 オソラク.助動詞 二月頃ニナル下市ニ出カケマス/ソンナコトハ恐クハアリマスマイ
第二十二幸 菓物部 ソノママ .可能表現 蜜柑ハソノママ食ベラレマス/桃ノ実ハ何頃ニ食ベラレマスカ
第二十三章 辛目部 ナント モー柳ノ芽ガ出カケマシ夕ネ-ナント早ィ,モノデスネ
第二十四章 鳥類部 ノニ (逆説) 鷲ヲ打猟ガ狙フテヰルノニ飛チマセン
第二十五章 魚介類 ナガラ 鍋デ煮ナガラ食べテモヨロシイ
第二十六章 毛物部 トオモウ.ツモリ 猪ヲ養フト国益ニナルトオモフ/今日ハ馬二乗ルオツモリデスカ
第二十七草 虫部 セウ (推量) 娯蛤ヲ捉ムト直グ刺シマセウカ
第二十八草 職業部 マデ.サエ (助詞) 定マリマセンガ丁稚サエ一元デス
第二十九章 舟車部 ダケ 今日ハ,上リノ船ガアリマスカー イエ,下リグケアリマス
第三十章 金石部 バカリ.ダケ (副助詞)金バカリテざハ銭ハ造レマセン
第三十一章 薬部 ヨイニ-ヌ 膏薬ヲオ貼りナサレバヨイこ,ハリマセン







































新店訪問 ･散歩 ･学校 ･書籍屋 ･雑貨店 ･税関･呉
服屋 ･銀行 ･郵便局･街門 (役所)･医院･赴宴 (寡
会出席)･寺 ･農夫･飯館 (料理屋)･汽車 ･船･車 ･
借家 ･客桟 (宿屋)･芝居 ･盗難 ･春 ･夏 ･秋 ･冬 ･
年末となっている｡
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13) 前掲劉建雲 [2000.11],および劉著 [2005]
口絵3を参照｡
14) 4列日石より1人目｡金陵東文学堂創設の当
初から1902年7月まで同学堂で教習を担当｡劉
著 [2005]p.182参照｡
15) ここでは,察茂豊が1977年筑波大学に提出し
た博士学位論文である 『中国人に対する日本語
教育の史的研究』による｡
16) 外国との事務や商売を取り扱う晴末中国の役
所｡
17) 東文学堂の概念と定義,および清末中国に現
れた大量の東文学堂に関する個々の考察とその
分類については,劉著 [2005]を参照されたい｡
18) ｢南京金陵東文学堂ノ概況取調書在上海総領事
館ヨリ送付ノ件｣『学校関係雑件』二 所収
19) 以下は前掲察茂豊氏の博士学位論文 [1977]
による｡
- 74 -
